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緒
虫回虫の免疫現象に関しては極めて多数の研究があるが人姻虫寄生者血清の人蜘虫仔虫に及ぼ
す影響は極めて興味のある，且つ姻虫の再感染上重要な事柄であるoSarIesのくりは Nippostr・0・ 
ngylus murisに感染させた白鼠の血清とその幼虫とを invitroで作用させると幼虫の口端，
J1I門，陰門等に洗降物 (Precipitate)を生じ，且つ幼虫の活動を弱める事を認め， か Lる現
象は仔虫の感染防禦に重要な役割を果すことを初めて記載した。その後 Otto(叫土 Ankylost-
oma caninumで，叉 01ver-Gonzalez(.5)仰は Trichnellaspiralis及び姻虫でJ Kozar(り
篠崎，橋本(8)は姻虫に就て動物実験的に同様の現象を認めており，滝沢，山仁1(10)は人畑虫寄生
者血清と豚鯛虫仔虫に就ても沈降物の形成を認めた。最近永井くりはヅピニ鈎虫を用いて実験的
に同様の現象を認め，且つこの現象を発見者の各前をとり，サ{レス現象と呼ぶ事を提唱して
し、る。
著者等は今回人畑虫寄生者血清も叉人刺虫仔虫に対して抗降物を形成する事を認め，更にこ
の際の仔虫の細胞化学的変化に就て若干の知見を得たので一括して報告する次第であるO
雪 国
実験方法
1.沈降物の観察に当つては塗抹法にて糞便中畑虫
卵陽性者 10名の血清及び対照として畑虫卵陰性者
5名の血清を無菌的に採取してそのま L之を冷蔵庫
に貯え，他方人蜘虫卵より人工的に瞬化脱穀せしめ
た仔虫を小量の生理的食塩水に浮離せしめておい
た。然る後，載物ガラス上比白色ワゼリンをもって
円状に囲み，この円内に 5---6滴の血清を容れ，更
にこの血清中に仔虫の浮説せる生理的食塩水を 1滴
宛滴下しその上を覆ガラスで封じて乾燥を防ぎ長期
間の観察に便利ならしめた。之を 370Cの温度に保
った顕微鏡保温装置内で経過を追って観察した。
2.仔虫の細胞化学的愛化の検索に於ては，糞便中
蜘虫卵陽性者5名の血清，対照として姻虫卵陰性者
5名の血清及び無所置の白鼠の血清を同時に無菌的
に採取し，被菌試験管に 1cc宛取り，前実験と同様
にして得た人蜘虫仔虫生理的食塩水浮灘液を各試験
管内血清中に数滴宛， 同数滴下し之を 370Cの蹄卵 
器中に 24時聞入れた後， カルノア液で固定し， り
リ{氏多糖類染色法及びデゾキシリボ核酸染色のフ
オイルゲン反応を行った。
実験成績
1.沈降物の形成。畑虫卵湯性者血清群!こ於て 1時
聞では斐化を見ず， 2~3 時間に於て仔虫の口端より
血清中に液体を吐出する例(附図(1))，口端に光を
曲折させるガラス様の小片の附着せる例(附図 (2))
を認め，同時に血清中にも小額粒状物質を極めて軽 
度に認めた。 6時間に於ては口端より頭部にかけて
微細な頼粒状物質の附着せるを見，叉血清中に於て 
も浮活字せる微細な穎粒状物質を認めたく附図(3))。
者本論文の内容は昭和 28年 10月 17日，第 13回日本寄生虫学会関東部会，及び昭和 29年4月第 
23回日本寄生虫学会総会に於て発表した。命本研究は文部省科学試験研究費の補助を受けた。
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之等の穎粒状物質は 12時間で梢々増加し 24時間に なり，核内のデゾキシリボ核酸の量は減少し且つー
於ては更に増加するが，運動仔虫に於てはあまり認 部は頼粒状に見られるものも極めて多く認められ
められず，主とじて運動の停止した恐らく死滅せる る。叉多糖類も同様に極めで減少している。姻虫卵
と思われる仔虫に見られ，この物質の附・着部位は口 陰性者血清を作用せしめた仔虫は陽性者血清に於け
端及び頭部，時として尾部にも認められたが更に体 るものよりデダキシリボ核酸及び多糖類の減少の程
表各部にも見られ，一部は血清中に遊離せる頼粒状、度は軽度である一
物質が血清内を浮滋中運動停止仔虫に附着したと思 
われる例も認められた。仔虫の運動は畑虫卵陽性者
血清群に於ては 12，-.-24時間より対照に比し運動不
活発乃至停止する'例が多く認められた。他方対照の
畑虫卵陰性者血清群に於ては 24時間に於ても頼粒
状物質は血清中に極めて軽度に認められるに過ぎず
骨仕 2例に於ては 48時間以後著明に頼粒状物質の形
成を認めたがこの 2例にサントニシj駆虫を後日行つ
たところ， 1例に於て 1匹の姻虫を排出した(第 1
表参照〉。
2.仔虫の細胞化学的所見。先ず対照としての無所 
置白鼠血請を作用せしめた標本に於ては仔虫の細胞
核の分布状態は仔虫の頭部，頚部に極めて密集して
おり，腹部に於ては片側に栴々密に並んで、いるが全
般に粗で尾部に於て再び密に見られ核の周囲は極め
て鮮明にして核内のデゾキシリボ核酸の濃度も非常
に濃く認められる。多糖類は主として腹部に大塊状
に著明に観察される。之に対し蜘虫卵陽性者血清を
作用せしめた仔虫に於ては細胞核の構造は不鮮明に
! 者 按
自回虫卵陽性者血清群に於て全例に認、ふうられた頼粒
状物質は Sarlesの所謂沈降物 (Precipitate)と
考えられる。叉この際自国虫卵湯性者血清中に於ては
陰性者血清中に於けるより仔虫は早く運動を停止し
叉は不活発になる例を多く認めた。か Lる現象は胸
虫寄生者の血清は畑虫仔虫に対し障碍作用を呈する
ものと思われ，且っこの事実を裏付けるものとし
て，姻虫卵陽性者血清にて所置せる仔虫の体内多糖
類及びデゾキシリボ核酸の量が対照に比し減少Lて 
L、る。この、沈降物の本態に就ては不明であるが仔虫
の虫体より出る体液と姻虫寄生者血清との{種の反
応と考える。姻虫卵陰性者血清に於ても 2例に著明
な枕降物の形成を見たが之は雄姻虫のみの寄主が当
然考えられ，後日サントニ γ駆虫により 1例kこ於て
虫回虫の排出を認めた。向他の 3例の姻虫卵陰性者血
滑に於ても 48時間以後軽度に、沈降物の、形成を認め
たがこれは最近迄畑虫の寄生があった事も一応考え
られる。
第 1表 直回虫卵陽性者及び陰性者血清の人rt~回虫仔虫に及ぼす影響 
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結論 
刺虫卵陽性者血清を人姻虫仔虫に invitro で作用させると Sarlesの所謂洗降物 CPreci-
pitate)を形成し， 且つ仔虫の運動を早期に停止せしめ，更にこの際，仔虫の体内の多糖類及
。:デゾキジリボ核酸の量は対照の陰性者血清に於けるものより減少している事を認めた。か L
る現象より畑虫寄生者血清は人削虫仔虫に対し一種の障碍作用を有する事が考えられる。
稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導及び御校関を賜った恩師滝沢教疫に深く感謝をいたすと共
に，木研究に多大の御助言を民いた農林省家畜衛生試験所の市川収博士及び御親切なる御援助を
頂し、た東京都乾察医務院の吉村博士に厚く御礼申上げる。
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附 図
附図(1) 沈降物形成模型図 
(1) (2) (3) 
(1)仔虫の口端より液体を吐出してゐる。 
品弔:。' 
(2) 口端にガラス様の光を屈折する物質を附着
して居る。 
・.き会b 
(3) 頭部，頚部，及‘び、血清に小頼粒状物質を認、
める。 
く1) (3) 
姻虫卵陰性者血清宮ニ 虫回虫卵陽性者血清群

実験開始後 24時間の所見 実験開始後 24時間の所見

仔虫自身及び血清中には沈降物 (Precipitate) 血清中に於いて円形の大なる塊状をせる沈降物
 
の形成等は見られない。 (Precipitate)を認める。
